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「新北区文化センター建設工事設計業務」 

簡易プロポーザル ヒアリング方式 評価要領 

１．委託先候補の特定方法 

（１）ヒアリング終了後、本要領に基づいて調査表及びヒアリング内容等の評価を行い、その総得点に

より順位付けを行い、神戸市建築工事設計監理外注委員会（以下「委員会」とする）において委託

先候補を特定します。 

（２）評価委員は９名とし、評価方法、各評価項目の評価基準と配点については、2.から 3.に記載の通

りとします。 

（３）評価委員がやむを得ずヒアリングを欠席した場合は、欠席委員の評価点を 1/2 にして扱います。

なお、評価項目④については、ヒアリング内容を踏まえた総合的な評価のため、欠席委員は評価を

しません。 

（４）評価委員全員の評価点を合算し、90 点満点に換算したものを得点とします。 

（５）神戸市内に本店を置く場合は、得点（90 点満点換算後の得点をいう。）に 10点を加算します。 

※設計共同体で応募する場合、一級建築士を有する代表設計事務所または構成設計事務所の本店が神

戸市内にあり、当該事務所の業務分担率が１者につき 30％以上のとき、本店の所在地を神戸市とみ

なします。なお、ここでいう業務分担率は、委託料の配分割合と同義です。 

※委託先候補事務所に特定した時点で、設計共同体協定書等、必要な書類の提出を求めます。 

 

２．評価基準 

・各評価項目について、次の区分による絶対評価とします。 

配点評価基準 

まったく 

評価できない 

ほとんど 

評価できない 

あまり 

評価できない 
普通 

やや 

評価できる 
評価できる 

極めて 

評価できる 

       

満点 10 点の場合 ０ １～２ ３～４ ５ ６～７ ８～９ １０ 

満点６点の場合 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

・採点は、配点評価基準を参考に 0 点～満点までのいずれかの整数で評価します。 

 

３．評価項目・配点 

（１）評価項目① 

・設問１及び２に対する提案の発想、解決方法について評価します。 

・設問 1と設問 2 の評価のウエイトは、「設問 1：設問 2＝６：４」とします。 

評価項目① 評価基準 評価（配点） 

設問１ 

技術提案の

評価 

・提案の的確性 

・提案の実現可能性 

・地域の特性の理解 

・環境配慮 

１０点 

※評価ウエイト

により、設問１

を 12 点満点、

設問２を８点満

点として換算し

ます。 

設問２ 

資料５ 
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（２）評価項目② 

・設問 3（工事予算内に実現する工夫や工事費削減への配慮事項等）への回答に対し、設問１及び

２への提案に対する実現⼒を評価します。 

評価項目② 評価基準 評価（配点） 

設問３ 
提案実現⼒

の評価 

・設問１、２の提案を工事予算額内に実現するための

検討がなされているか ・さらなる工事費削減への配

慮、検討がなされているか 

６点 

 

（３）評価項目③ 

・設問４に記載の設計体制及び意匠分野の主任担当技術者が携わった代表設計例の実績や設計趣旨

等を考慮し、本業務の遂行にあたって十分な設計体制が期待できるか評価します。 

評価項目③ 評価基準 評価（配点） 

設問４ 
設計体制と

実績 

・協⼒事務所がある場合、密接な連絡が期待できるか 

・現場、打合せに積極的な参加が期待できるか 

・代表設計例における課題解決に対する考え方を通し

て、知識・ノウハウが十分か また、創意工夫が期

待できるか 

・若手技術者、女性技術者を登用しているか 

１０点 

 

（４）評価項目④ 

・設問１～３の提案内容及びヒアリング内容を踏まえ、総合的に評価します。 

評価項目④ 評価基準 評価（配点） 

業務の理解度・ 

取組意欲 

・業務内容や課題の理解度が高いか 

・業務に関連する知識が豊富か 

・意欲、熱意が感じられ、創意工夫が期待できるか 

・説明、質疑の受け答えが明快であるか 

６点 

 

 


